
学校番号 1001 

令和 2年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 2単位 年次 2年次（前期） 

使用教科書 「物理基礎」 （東京書籍） 

副教材等 ニューグローバル 物理基礎＋物理 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して自分自身だけではなく、周りの人とともに考え教えあう活動を行います。 

・日常の物理現象に関して、なぜそうなるのか考え、それを物理的に解明することで、日常と物理の結

びつきを理解していきます。 

・その後はそうして身に着けた知識で、問題演習に取り組みます。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、基本的な概念

や原理・法則を理解する。また、目的意識をもって観察，実験などを行い、物理学的に探究する能力と

態度を身につけるとともに、科学的な見方や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・自然現象に関心をもち、

科学的な見方をしている

か。 

・授業や実験、グループ

ワーク等に意欲的に参加

し、論理的に探究しよう

とする態度が見えるか。 

・さまざまな物理現象を

論理的に考察・分析し、

その本質を原理や法則か

ら説明できるか。 

・観察や実験を通して、

物理現象を論理的に分析

的し、問題を解決し、実

験結果(事実)に基づいて

科学的に判断できるか。 

・観察や実験の技能を修

得できたか。 

・観察や実験を通して科

学的に探究する方法を習

得できたか。 

・課題や実験のレポート

において、的確に表現す

る方法を習得している

か。 

・観察や実験を通して、

さまざまな自然現象の

背景には原理や法則が

あることを理解できた

か。 

・自然現象を定量的に考

察するため、物理量（概

念）を定義し、利用する

ことが理解できたか。 

評
価
方
法 

・学習活動への参加の仕

方や態度 

・実験レポート 

・授業プリントへの取り

組み 

 

・実験レポート 

・定期考査の思考・応用

問題 

・授業プリントへの取り

組み 

 

・実験レポート 

・定期考査の観察・実験

に関する問題 

・授業プリントへの取り

組み 

・小テスト 

・実験レポート 

・定期考査の知識・理解

に関する問題 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 
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10 

 

 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

第１章 運動の表し方 

速度 

 

加速度 

 

落体の運動 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a: 日常の様々な物体の運

動に関心を持ち、意欲的・

科学的に探究しようとす

る。 

b: 日常に見られる運動や

力のはたらきから様々な種

類の力の概念を見いだし、

物理による定義から導か

れる結論を通して、身近な

現象について科学的に説

明できる。 

c:観察・実験などを通して

実験機器の操作と結果の

表し方・データ処理の仕方

を習得し、より的確な実験

や観察の方法を見いだすこ

とができる。 

d: 基本的な概念や公式を

理解し、運動を解析する方

法を身につけている。ま

た、成立条件を含めて正し

く知識を身につけ活用で

きる。 

・学習活動

への参加の

仕方や態度 

 

・実験レポ

ート 

 

・授業プリ

ントへの取

り組み 

 

・定期考査 

 

・小テスト 

第２章  さまざまな力と
そのはたらき 

力 

 

運動の法則 

 

様々な力と運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

第３章  力学的エネルギ
ー 

仕事 

 

運動エネルギー 

 

位置エネルギー 

 

力学的エネルギーの保存 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

第１章 熱 

熱と温度 

 

熱量 

 

熱の利用 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a 身の回りのエネルギー・

波動現象に関心を持ち、そ

れらの現象に対して意欲

的・科学的に探究しようと

している。 

b: 日常の様々な現象に対

して的確に考察・洞察し判

断できる。 

c: 熱と温度についてイメ

ージできるようになる。基

本的な観察・実験の技能を

習得するとともに、その結

果について考察し、的確に

表現できる。 

d: 基本的な原理や法則を

観察・実験などを通して理

解し、知識をつけている。 

・学習活動

への参加の

仕方や態度 

 

・実験レポ

ート 

 

・授業プリ

ントへの取

り組み 

 

・定期考査 

 

・小テスト 

第２章 波 

波の伝わり方 

 

波の性質 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 


